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日系企業における

営業秘密漏えい対策支援事業

━━━━━━━━━━━━━━━━━

（中国、タイ、シンガポール）のご案内

（オンライン対応可・無料）

ジェトロでは、実際に営業秘密の保護・管
理体制の導入を図る日本企業の中国、タイ
、シンガポール現地法人を対象に、専門家
を派遣しコンサルテーションや社内研修を
行う事業を実施します。日本とは異なる商
慣習や労務環境、司法保護状況に合わせ
て営業秘密の管理体制や保護措置を導入
するために、ぜひご利用ください。

事業の詳細、申請書は以下URLよりご確
認いただけます。

https://www.jetro.go.jp/services/ip_service_

prevent.html

＜支援事業概要＞

支援期間：採択後から2022年2月18日（金）
まで

利用時間上限：1社あたり17時間程度

※シンガポールは10時間程度

採択企業数：計40件程度を予定

費用：無料

＊実際に対策を導入するための社内措置
等の費用は自社負担となります。

＊今年度はオンラインでのご支援も可能で
ございます。

＜お問い合わせ先＞

ジェトロ知的財産課

中国担当：赤澤、藤本(み)、タイ・シンガポ
ール担当：古賀、峯

Mail：CHIZAI@jetro.go.jp

Tel： 03-3582-5198
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～第三回オンラインセミナー：アフター
コロナの攻略～

『自社と関係先とのデータの掛け合わ
せがポイント』のご報告
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＜関係先情報＞
JFOODOシンポジウム

「日本のおいしい！を世界へ」のシンポ
ジウム報告
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＜協会活動＞
協会のIT化推進の状況報告
＜編集後記＞

～第三回オンラインセミナー：アフターコロナの攻略～

『自社と関係先とのデータの掛け合わせがポイント』のご報告

本年7月から開催しておりますこのオンラインセミナーも今回で3回目を迎え、コロナ禍にもかかわらず毎
回沢山の方々にご参加を頂いております。このセミナーを通じて、新型コロナウイルスが与えた未曾有のイ
ンパクトと変化を共に認識し、アフターコロナを見据えた取組みや戦略のヒントを、講師の方々とともにご提
案申し上げて参りました。10月に緊急事態宣言が解除により、若干賑わいは取り戻してきてはいるものの、
まだまだ助走状態でコロナ前の状況には程遠い状況の中、飲食業やサービス業の皆様が抱える不安や課
題に対して、協会なりにヒントとなる情報をご提供しております。

今回のセミナーは、コロナ禍からの脱却支援と復活を祈念し「無料」での開催とし、「身近な関係先との連
携関係の見直しによる可能性」について、関係先が持っているデータの活用を実例に挙げてご説明をい
たしました。具体的には、其々の会社がお持ちのミクロのデータや情報と、関係先が持っているマクロのデ
ータや情報を掛け合わす事で、飲食業界の実態を明らかにし、今後のトレンドや具体的な方策を共に考え
てみました。

講演に先立ち、日本食品海外プロモーションセンター（JFOODO）北川執行役から、今後の日本産品
の海外プロモーションに関するご紹介があり、JFOODO様の新たな体制や政策を知り、当協会としてもこ
れまで以上に連携を深めてまいる事を確認致しました。

第一部では、様々なジャンルの飲食店などにPOSレジを提供しているポスタス株式会社様から「POSデ
ータから見る飲食店の実態と今後のデジタル化の流れ」に関してご講演頂きました。ポスタス様は、全国で
利用されているPOSレジのビックデータをもとに、そのデータから見えるコロナ禍の影響について、飲食店
の現状やデジタル化などのトレンドをご説明頂きました。

特に、ジャンル別環境適応力分析（添付資料）では、新型コロナウイルスの感染拡大が、飲食店のどの
ジャンルに影響を及ぼしたのかをビックデータの解析から①環境変化の影響を受けにくい（ハンバーガー

第一部：ポスタス株式会社様

『POSデータから見る飲食店の実態と今後のデジタル化の流れ』


